
学びは広がる
校長 垣内 秀一郎

雨が心配される中、10月1日、令和5年度 運動会を無事に終えることができました。

運動会当日は、御来賓や御家族の皆様に多数お越しいただき、誠にありがとうございました。また、夏休

みの保護者の皆様による奉仕作業から始まり、おやじ会の皆様による正門の横断幕の設置、シルバーセンタ

ーの皆様による除草作業、城山を愛する会の皆様による校庭横の城山の除草、伐採作業、そして、今年度も

藤井建設様にはグランド整備を行っていただきました。おかげ様で子供たちはすばらしい環境の中で演技、

競技を行うことができました。改めまして、心より感謝申し上げます。

さて、今回の運動会は、小雨降る中からスタートし、開会式はテントの中で行うこととなりました。子供

たちは、これまで開会式での「気をつけ」「休め」「礼」「準備運動」などの集団での動きについても、何度

も全体練習してきました。その姿を観覧のみなさまにお見せできませんでしたが、赤

組、白組が互いにかけあう歌「運動会の歌」は、テントの中であっても子供たちのや

る気に溢れる気持ちがその大きな歌声に表れていたものと思います。また、開会式の

運営はすべて児童が進めていました。進行、開会宣言、児童代表挨拶、準備運動、競

技上の注意、運動会の歌の指揮、マイク設置など、指揮台の上でその堂々とした姿を

お越しいただいた皆様に見ていただけなかったのは残念でしたが、どの子も練習と異

なる状況の中であっても緊張しながらも代表として立派にやりとげました。そして、応援団をはじめ、各学

年の団体種目や表現など、練習の成果を発揮し、すべての子が自分のベストを出し切り、集団としての団結

した姿を会場の皆様に披露できたのではないでしょうか。

不測の状況の中、子供たちは練習したこと以外のことについても見事に適応し、はつらつとした姿を誇り

に思いました。そして、子供たちにとっての1つの学びは、それ以上の、または多様な学びに発展していく

ことを実感しました。

運動会以降、子供たちの姿に変化を感じます。あいさつする声の大きさや授業への構え、返事大きさ、教

室からの集団で移動する姿など。

運動会の練習からの学びは単に「走る」「踊る」というものだけではありません。「みんなで一緒に」「心

を一つに」「動きをそろえる」「声をそろえる」などなど、集団としての学びが数多くあります。そのような

活動を通して、子供たちは規律正しく行動することの心地よさを感じることにつながります。これらは一人

では学べないことであり、集団だからできること、社会性を学ぶ学校の大きな役割の一つだと思います。

運動会の練習から運動会当日、そして、運動会後の子供たちの姿を見ていると、日々の学校での生活の中

で、学びは広がっているんだと実感しているところです。

個性は大切であり、個性を伸ばすことは学校教育で重要なことではありますが、いろいろな個性があわさ

り、一つのことをなしとげた時の達成感や成長している実感をこれからも子供たちに体験させたいと思いま

す。

色とりどりの個性が一つの塊となった時の集団の輝きを、これからも楽しみに見守っていきたいですね。

現在、加治木工業高校に通ってい

る卒業生の伊東悠さんが、学校の活

動で製作したベンチを寄贈してくださいました。脚の部分は、大工検定の課

題とされた技術を使って作られており、座面もビスが見えないようにデザイ

ンや使い心地に考慮したとのことです。 校内に設置し、みんなで大事に使

っていきます。
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小雨降る中での運動会となりましたが、開・閉会式をはじめ全 19種目で
子供たちの力あふれる姿・自信に満ちた笑顔がありました。

【3・4年 チェストおはら】 【応援合戦】 【紅白対抗リレー】

【5・6年 未来へ】 【２年 息を合わせて】 【１年 でかパン競走】

１日（水）～７日（火）地域が育む「かごしまの教育」県民週間
１日（水）・２日（木）・６日（月） フリー参観 ＊別紙案内をごらんください。
２日（木）希望保護者による給食試食会
２日（木）～１６日（木）教育相談週間

１０日（金）スクールカウンセラー来校 １３：００～１５：００
１１日（土）１年学年レクリエーション
１３日（月）～１７日（金）家庭学習強調週間
１６日（木）スクールカウンセラー来校 １３：００～１５：００
１８日（土）大口小子どもフェスティバル（午前）
２２日（水）秋の一日遠足
２４日（金）校内持久走大会試走
３０日（木）標準学力調査（国語、社会、英語）

＊ 詳細については，学級だより等で御確認ください。

全国学力学習状況調査結果
４月に６年生を対象に実施された全国学力学習状況調査

の結果は表の通りです。

国語では書くことに関する思考力・判断力・表現力が、

算数では図形が他の領域や内容に比べ正答率が低く、昨年

度課題であったデータの活用は、県・全国平均を上回って

いました。児童質問紙では、「算数の授業内容がよく分かる」

と答えた子の割合が県、全国を上回る一方、「新聞を読む」

と答えた子の割合が低かったです。現状

を分析し、今後の教育活動にいかしていきます。

本校 県 全国

国語 ６８ ６７ ６７．２

算数 ６０ ６１ ６２．５

【あいさつ運動標語】
＜優良賞＞ １年 永里 蓮

【黄金の俳句コンクール】
＜特選＞ ４年

＜入選＞ ２年

３年

５年


